
長野県伊那市　建設部　都市整備課　伊那北駅周辺整備係 

　(課長) 原 洋介　(担当) 辰ノ口 祐三 

電　話：０２６５－７８－４１１１（内線）2525 

ＦＡＸ：０２６５－78－8100  E-mail：tos@inacity.jp

本件に関するお問い合わせ先

１　販売日　　　令和８年６月２２日（月）　午前１１時４０分～午後０時４０分 

２　会　場　　　 伊那市役所 市民ホール 

３　商品概要 

　　探究活動の成果として開発したジェラート「アカマツの風」「アカマツの森」２種 

　　　　　・アカマツの風：コンセプト「森への入り口」 

爽やかなアカマツの香りとレモン風味を加えたジェラート 

　　　　　　　　　　　　　　　上農の赤門をくぐり、爽やかな森へと引き込まれていく情景を表現 

・アカマツの森：コンセプト「森の中心」 

　　　　　　　　　　　　　　　アカマツの香りにチョコレートと３種のナッツを組み合わせたジェラート 

　　　　　　　　　　　　　　　木漏れ日の差すアカマツ林の奥深さや豊かな資源の恵みを表現 

４　添付資料　 有　無

高校再編により、伊那北駅周辺にはこれまで以上に多くの高校生が集まることが予想されており、朝から

笑顔があふれる駅前広場を目指し、伊那市と上伊那農業高校コミュニティデザイン科グローカルコースは、　

伊那北駅周辺のまちづくりに取り組んでいます。 

7 月からは、上農高校の生徒によるマルシェ「北駅あさひろば」を伊那北駅前広場で開催する計画であり、

マルシェでは日頃の生徒の探究活動により完成した製品も販売する予定です。 

このほど、上農高校の校内に育つアカマツより抽出したエキスを使用したジェラートが完成しましたので、

マルシェに先駆けて伊那市役所で先行販売します！

プレスリリース 

（報道関係各位）

令和８年６月１２日 

建設部 都市整備課  

伊那北駅周辺整備係

上農高校ＧＬコース　×　伊那北駅周辺まちづくり 

森林資源から開発したジェラートを 

伊那市役所で先行販売します！



【報道関係者各位】

令和8年6月22日

上伊那農業高等学校
コミュニティデザイン科 グローカルコース

高校生が森林資源から開発したジェラート

「アカマツの風」「アカマツの森」販売開始

～見えない価値を未来へつなぐ JOHNO ROOTS Forest Collection 第1
弾～

上伊那農業高等学校コミュニティデザイン科グローカルコースでは、校内に育つアカマツに着目し、森林資
源の新たな活用を目指した商品開発に取り組んできました。

このたび、探究活動の成果として開発したジェラート

・アカマツの風
・アカマツの森

の2種類を完成させ、令和8年6月より販売を開始します。

本商品は、伊那谷に身近に存在しながら十分に活用されていないアカマツの価値に注目し、生徒たちが採
取・研究・試作を重ねながら開発したものです。

香りの抽出方法や味の組み合わせについて検討を重ね、アカマツが持つ爽やかな香りや森の魅力をジェラー
トとして表現しました。

■ 商品概要

【アカマツの風】
爽やかなアカマツの香りとレモンの風味を組み合わせたジェラートです。

コンセプトは「森への入口」。

上農の赤門をくぐり、爽やかな森へと引き込まれていく情景を表現しました。

【アカマツの森】
アカマツの香りにチョコレートと3種のナッツ（クルミ・アーモンド・ピーナッツ）を組み合わせたジェラー
トです。

コンセプトは「森の中心」。

木漏れ日の差すアカマツ林の奥深さや豊かな自然の恵みを表現しました。
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■ 地域との連携

製造は、本校卒業生が営む「Gelateria 宮本屋」の協力のもと実施しました。

高校生の探究活動と地域事業者の技術が融合することで、地域資源の新たな可能性を形にすることができま
した。

■ JOHNO ROOTS Forest Collectionについて

本商品は「JOHNO ROOTS Forest Collection」の第1弾です。

JOHNO ROOTSは、

「森の恵みを活かし、見えない価値を見つけ、未来へつなぐ」

をコンセプトにしたブランドです。

今後は第2弾として発酵パンの開発を予定しており、森林資源や地域資源を活用した商品開発を継続していき
ます。

■ 生徒コメント

私たちはアカマツを「ただの木」として見るのではなく、森の価値や地域の魅力を伝える資源として捉えま
した。

このジェラートを通して、森を身近に感じてもらい、森林や地域について考えるきっかけになればうれしいで
す。

■ お問い合わせ

上伊那農業高等学校
コミュニティデザイン科 グローカルコース

担当：山下・北原

TEL：0265-72-5281
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● １．はじめに 

　朝、駅前で「おはよう」と声をかけ合う。温かい朝ごはんの匂いがする。少し立ち止まって、誰かと話をす

る。そんな何気ない風景が、未来の伊那北駅に広がっていたら素敵だと思いませんか。 

　今後予定されている高校再編により、伊那北駅周辺にはこれまで以上に多くの高校生が集まることが予想され

ています。しかし駅は単なる交通拠点ではなく、人が集まり、会話が生まれ、地域の日常や文化が育まれる『ま

ちの顔』です。 

　本企画『北駅あさひろば』は、朝の駅前を舞台に、高校生・地域住民・商店・行政が一緒になって、小さな交

流を積み重ねていく取り組みです。 

 

 

● ４．イベント概要 

 

 

北駅あさひろば 

― 朝が少し楽しみになる駅へ ― 

伊那北駅　朝のコミュニティイベント企画書

 
● ２．企画目的 

① 高校生と地域住民の交流促進 

② 駅前のにぎわい創出 

③ 健康的な朝習慣の推進 

④ 未来の駅づくりへの地域参加

● ３．企画コンセプト 

『朝が少し楽しみになる駅』 

人が立ち寄れ、誰かと話せる。そんな小さな居場所を駅

前につくり、『人がいる風景』を取り戻します。

 
【開催場所】 伊那北駅周辺

 
【開催時期】 令和８年７月スタート（予定）

 
【開催日時】 土曜日または日曜日　午前７時～９時頃

 
【対  象】 高校生、地域住民、地域商店、通勤・通学利用者



● ５．イベント内容 

 

 

● ８．年間テーマ（例） 

 
① 学生モーニング 

高校生が企画・運営する朝食・交流

コーナー

② 駅前健康ラボ 

健康チェックや簡単な体操で朝の活

力づくり

③ 朝のまち歩きウォーク 

地域を知るガイド付き散歩コース

 
 

④ 北駅モーニングラジオ 

学生が地域情報を生放送でお届け

⑤ 北駅掲示板プロジェクト 

地域の情報・アート・メッセージを

展示

⑥ 北駅ベンチトーク 

誰でも参加できる自由なおしゃべり

スペース

 
 

⑦ 未来の駅ノート 

駅への想いや夢を書き残す参加型ノ

ート

 
● ６．期待される効果 

✓  高校生と地域住民の交流促進 

✓  駅前のにぎわい創出 

✓  地域への愛着形成 

✓  健康づくりのきっかけ形成 

✓  未来の駅づくりへの地域参加促進

● ７．協力のお願い 

　私たちは、本気で伊那北駅を『朝が少し楽しみになる場

所』にしたいと思っています。 

　朝、駅前で『おはよう』と声をかけ合う。少し立ち止まっ

て話をする。そんな小さな交流の積み重ねが、未来の伊那北

駅の新しい風景になっていくと考えています。 

　ぜひ、本企画へのご理解とご協力を、心よりお願いいたし

ます。

 
月 テーマ

 
７月 健康と朝時間

 
８月 北駅の夏

 
９月 商店街と思い出

 
１０月 昔の駅写真展

 
１１月 あったかモーニング

 
１２月 未来の駅会議



● ９．運営体制について 

　高校生だけではなく、地域住民・商店・学校・行政が連携しながら運営することで、持続可能な地域活動を目指し

ます。

 
１月 新年と健康づくり

 
２月 駅前あったか交流会
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